
都市近郊における糞尿処理利用忙関する研究  

鶏舎構造（飼養塑態）と環境衛生調査  

殿 内 正 芳  清 水 明 良  
1．自的   

都市近知における糞尿処理関越把ついては，煤境衛生上の観点から，蛙営規模拡大の阻等態因となつ  

ており，個別経営に導入し縛る処理技術の解決が望まれている。都市近郊における車輪農家の剃儀は蛇   

腹処二哩方式がとられ硯在その過程の脱臭法忙焦点セしはり施設およひ処建方式の改辛が板前されている。  

しかし鯛雇軍境による疫の性状が如肇顔煽の倖化と鵜袈処理に多大の形顧を与えていることからこの間  

趨を泡沫する必壊かあり，とくに平面飼育における玉礫轡壁試威の結果から秋保防除にある榛蛙勅封とが  

あることがわかったので．この初恋方式陀おける各棟姻舎の構造と嚢の状態および産卵性ならびに朗唇  

凛≠亮倖化との関係智調査し樹衷処姓経の蚊普資料を縛る   

2．調査方法  

（1）・己局査易所選定にあたってほ鯛泰盛態かケージ閣泰，群鋤ケージ純き，平酢鋸絡その飼車型酎瑚   

なること，周章規稚か1・000勘5・On＝0羽，10・OnO羽前後てあること，場所の周辺の宅地化   

の状況か異なること等の衆件忙おいて三多摩地域紅おいて5戸を選定した。  

（2）調査方法   

ア 吻所と周辺の環境調査  

イ 訂．匂査鶏舎の1癒造調査   

夕 鶴舎内外の温湿変調在 サミスター自記混貼奴計使用   

ヱ 掛諺衛生関連調査 菜の次嘘を葬外接水分測定器により水分含有鼠糞の型態を調曳臭気の先  

生 昆虫の発生状乳腺菅等を調査   

オ 産卵妖鯉調査 記帳により調査  

力 調査料臼 昭和44．7～44．8  

（3）調査結果  

ア 調査場所名  

r7）国分専市  

A幾）胞墟   

（イ）頭多摩恥秋多町  

8童湖場   

（ウ）八王子市  

C奉勅場（旧元八王子村）   

（ヱJ八王子市   



D費痛墟（旧恩方村）  

（ォ）八王子市  

民そ翫ウ拗   

イ 胴査東側の取況  

け）駄＝二と周辺妄主観  

位i丘については調査料豪農家の湖引仁あたつて意識的に位置嘉て件を設嬉して選定したために逝  

l威か宅地化された処2件，宅地化かそれ程進んでいない処3件であるかそのうち1件は約700  

mノ近くか工場化が進みつ、ある処であるから宅地化もそれに伴7£つて連行するものと思はれる。  

rイ）J；泄］童童ぶよび主要詣職  

場内の飛笥の如Lごはそれそれ敷拍の型状によつて足長は素点つているか蓑も址ii二ふぅに差のある  

設怖：乙碗接の現に宅地化された地域では万年妙寺を，これから宅地化か適む地域でほフェンスをめ  

ぐらしていることであり．また地域とは祝儀なく飼養羽放か多い瘍珊ま通塞乾燥施設な（5戸の  

うち3戸）級■こゝモしている。  

け日掛酢境   

A 胱■二適さJ曇卜鵜・け－ジ1戸， ケージ3戸I平傾いl戸でケープ型惑ては3鼓ヒナ読，2涙ヒ   

ナ弘一j立箪そのなかの一つに統一されている」義朗（1戸）また各柳）塾か穣により攻入れられ   

て統一されていない場所（2戸）かありまた1射…、ケージか主であり2貌小、ケージを設定し  

て1ニ跡．司いにしている電所（1戸）もあり1．8m（朝）忙8羽が一恵巳′〕であったかこの単位佗10  

現1状容しているプ豪所か1戸あった。  

8 ケ ー ジ サ イ ズ  

飼養方法  高サ  間口  渥行  戸款  句さ．芋  考   

6 3  182  9 0  1戸   14羽  
粁飼  

5 0  】82  9 0  13羽   

4 0   23  3 6  3戸  1．8m 8羽  
単食司  

4 2   18  4（）  】戸   1（l羽   

硬鋼   3 5   25  3 6  1戸   2羽   

C 建材  

鉄骨L地銀僧4cln3戸  

木ルオ  3ノう  

巌′板材波剋トタニ／ 3戸  

〃 奴壬ちごとスレート3戸  

麗根下地材 杉吸 1戸  
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テックス1戸  

ポート 2戸  

なし  1戸  

床 コ／クリート 5戸   

D 粛☆の亜建  

ケ・【りジ囲う箋の鳩舎はぅ謎波化されてい乙ものは窓があり絹子戸生たはサテン痛が設超されてい  

るかその他のものは豪根や杜な支えるための方兼かとられているのみの開放的な鶏舎である。  

ノ 平鰍、の拗合も一方は全面β司放であり命内のみで外の適地窃はないまた平糾、で調査対象とし   

た鶏舎はスノ子張りのよ未で2由一園放されていた。  

E測㊨内の気象状況   

風向は如から再であって，風力9考。～㍍で，照如舎内の暗い所で川0－500   

LXであつた。舎内一法掛ま済放的なケージ禽で空間の広いものは位沌的温鮭差はきわめて少な  

くは∵＝司じ†迂遠ぐであるが東由に英い如臆では南仙がや、渇く，雨北に養い壕合はl柑掴かや、高  

いようであって夕刻のぷ屡々上げる一正架となっている。登問のさべい適合ほ索刑場磯舟藩く誓】岩－〕  

か広いケー・予告でも完全摘庖でない短台でほ廟lノっ塩夏に轟か出火るようである。猪止i射工夜仙塩  

夏忙影擁しているようである。   

F 産卵状態  

蒐卵の状虐は刷酪姐反別に比威することは朕容品餌やふ咋ノ川か炎なるし，向じ粛舎であっ   

てもふ化月日や■指稚の課なるものか収暮されているので掴如でほあるか一応顔卵状態の良かつ   

た梱位は挿鯛ケージ，ケージ，乎＝司いパ助長化ケージの肝ごあったが痛別掛、所笹見られず   

78～ 69襲でぁつた。   

G な音境南生l卦遵奉房   

rA）褒の状建  

褒の状態は平ばれ、かもつとも良くケージj主拓きかもつとも漉かった。ケノ㌻ミ司肇でも治水か  

扉械化されで制限冶牒となっているケーナ紬傘は比疲的良好であワー静緋）観圭合いにれとほ  

ヾ同じてあった。ケ・－ジ調煎は夏季軟便にソよることはこの輝線■如法が・痴人されて以来この対  

策かいろいろと調査所究か子守なはれて．夏季涙厘の菊地するのは産卵弱か三Eであつで育成期周  

にほ発生しないしまた休慮軸もjのウ篭生†ま少7よいし品稚把よる謹炎もみられ，個体遥も多く  

軟快の寒生コ也怨も磯娯されているか嚢は飲水過多により発生するものであることは知られて  

おりその対策としで副触撼′嘩紬華人されでい皐がこれもその壕が過ぎれげ産卵決意に恵影  

頑なおよはす蕗無ともなり，冷水鱒の水平につることほ朗舎が戴くなる塵由鹿になるために  

実行か励狂な易曾カモタいために常時治水かタく・千丁なはれている。もつとも姐ブ〕形状に影東経  

およはす条毎ほ舎弟庵趣の上昇することか秋革な多適に要求しさらに軟性に進行Lてゆくこ  
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とになる。自由飲水の場合多く給水轟か汚れ水中に藻か先生しているような不潔な水となつ   

ているj廃合が多くこれらもまた下鏑使の庶凶ともなる。鯛料の型状も組成も幽遠性をもって  

いて、、  

（B）意義の処理  

現在都下養親鹿家の政大協ノし襲は余塵埋を如何陀解決すべきかといふ環境術生上の間組点   

であろう。すなほち（1）所樽の増大把伴ない食く主情の改牽で畜産物の消費か増大したこと   

f2）従兼の有畜営農的東通から専素的老親陀変りつつあること（3）生産物を地理関東件   

から射射こ1止痛L縛ること等の勃白で都市近郊の蛮鰍摘廠かこ梢加してきたか一方（7）舶   

市近裾ておける土地の工場化，亀地化か進むにつれ耕地は如少の一途をたどりlィ）かたが   

た隠ミ桝ま従来より土地との結びつきかきわめて少なく（ウ）更に労働力か不足しているにも   

か、わらず多羽教化か；喧み褒傑等の耕地物か増加Lその処理か如呈であるとと（ヱ）宅地化   

の進行につれて軍瀾両性上の諮問毯について近隣より苦情か増加Lたが植常F研こ適切た衰処   

碍方策か1声妻られなかった草のためである。   

回 河川に技葉するもの  

河刊けこ・嬉な慣接また与よ≦毒j躍約に校旗≡Lているものこれは労働約にも連済的Kも，もつと  

も安易な方法であって流れに恵後段東するか‥・射＝敷に義勇して出水により流出す毛よう  

に天保により作東をするこれらの河川殻鉦ま一定最壁以下であれは自弁Sのゆ化作用によっ  

てある程変浄化されるものと思はれるが今日大きく吸上げられている公害の関頭から考え  

て頂大なことである。  

（ロ）故地再に毎慢  

【彗己の適地またほ宅地内の批也佗犬な兢iって痕嚢しこれか充満すれi云⊥メめている。この  

方広たと叔虫別の†吏i冒を有効把使用し7よいと瑚の発生か時刻的紆ほ多いのではないかと．瞥  

はれる望た地下水の汚染の汚染防止が充分に出光るかどうかか間遠である。  

レ、）暫づみ  

宅地巨づに処王泣するノ痴研かない場合畑地に堆赦して戚辿化させて痩地に超元虔たは風化さ  

せる。  

（ニ）乾焼損により乾燥  

賠掛諺により乾生として販売する方法で昆虫類の発生ほ緑少し良い方法であるか信之械の  

消耗がはげしく早けれほ1年以円，長くて2年で部品の交換をしなけれはならず雄渾的の  

負担が多いようてある。従米ほ火力乾成すること佗より臭気が強くかえって公害串ヲ越かお  

きていたところもあったか脱臭装起として，j灸磁研式ソイルフィルター方式の採用により  

排気鹿の臭覚ほ絵却されるようになったか乾珠境内の真の操作等より発生する臭気の除ま  

ほ出講兎い。乾煉樋を蓮転すれはl人は常時にそのために必璽にな毛ために毎日運転する  
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ことは労働力の関係上出栗ないことでありケージ下忙汝虹されたま、では夏季は流出する  

ような状態であるために挨ケF忙よる臭気か強い絵果にもなる。毎日登臨されていれは臭気  

ほ非常に奴少するほずである。享受直されている稟も流出状態でないかぎりをの吏、でおけ  

はそれはど臭気l土嚢生しなt、わセあ万て如かすここKより異観ほ来復しまた泥状把流出す  

るようになると発酵忙より臭気か強くなる。乾鰍毒所有苛も夏垂軟便榔こほ使用するもの  

か少なく前川（イH／、Jまでわ方麗なとつているこれは敏仮のために処洩能力か地下する  

こと，甲藍薯的に珠粟か取れないし碧い僻に碧い′酎、なLなけれほならない等のことからで  

ある。  

（ホ仁臭気癒着鬼虫の発生  

公害問恕とLて苦情のでるのはこれらのことか主たるものであって調査左主家中4戸まで  

はそのことか魂在吏であり瑚境相生l夏孫の担当顆貝より注意な受けたことかある。臭黙に  

ついては泡褒処讃の項で述べたようであって強気の琉かった－のほ1件でその他で‡1臭気ほ  

あ空り感じられなかつた。   

3．調鞋事例の紅け「と分析  

（1J誠意屈朝＝プ  

ア1立l宜と尉辺頃朔  

中央線国分寺離より由武国分寺療恋ケ墟桝より徒歩5分の所にあり東から北東側は都今昔平和合庄  

宅田地か万年窮をjJ頁にして存在し宅地の巡行か進んでいる．北付値垣ほ二把通ずる違l拓㌢へた畑地と  

混奴，住宅があり・函触ま覇家につdき，南碑ま竹林なへ■た畑地，鮮餌つらなる。  

イ 場困頻境と主儀烏個  

楊「勺にはi掛！司ケージ舎（直列二役二列3．6皿×l．8川）のもの5棟，云．73tnXl．8ml碩．平  

1軌捕食12．7n－×21．8ml扶，親墓健堤9▼1In×5．5ml榛，飢料タンク111兆，吻起．暴  

騰，住宅3練・7′て－トlち細欄ク、よう㌣こ■軌て＝二されていそ．敬は火倒と北♯舶ま万年娯‡石さ1，8肌で  

かこい軸と頭ほ竹林である。   



場 内 配 虐 歯  

学刺台住宅  

万年窮鳥さ1．Bm  

ウ 軸舎続迄   

木造波剋トタン茸，コンクリート床直虹二炭爵拙け－ジ，血清〟）r願，l把仰、あっている〔  
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適 合 構 造（斬1嘉壇面）  

適 格 び百 梓 川 ケ ▲－・ノ 頼】  

（lr小、合せ♂）片l郎l吏l）   

ケⅥジサイ ズ  

毎サ 長サ 巾   

上段 63cIn】82 90   

下段 50clnI82 90・   



ヱ 鶏舎内外の混濁症等気象条件  

調査病舎は自宅内例の3．6－DX18．1mの群■飼ケージ舎で，サミスター自記癌 湿肢ぎ十を佼用し  

測定した。その軌点は次のようである  

温・‡施錠飢点位置l封  

8  9．11．  10X  

通 路  X  

1し．   

上段と下段の位置は卵受けの処で（1～6）7は湿度であって下段温故と同じ点である。1．4．3   

6．は人口より1．8m内に人った≠益所で，7．2．5．の測点ほ中ナス三部で出入Uよリ9mの処である。8．9．  

10．の珊点ほ穐憮の蛮受け雛〕部分で11．12．の点は舎外であ乞，×印は躇媛潮境点で下長ケー  

ジ給餌器のところ．  

測定臼の天勘魂烏摘果凪が■宅。鵬軒下40・000LX通路500 人口上180  
中央輪湖90 北榊50 測定温越磯里劇宮ようである  

；  上東  上中  」二由  下火  下甲  l下顔  湿櫨  上兼  上中  ⊥鯖  舎外商  番外北  

2   3   4   5   6   7   8   9   10   11   12   

8′－11  31．3  31．3  30．9  30．0  29．1  30．0  71髄  3（J．4  30．4  30．4   31．4   29．5   

12～15  3▲L9  34．9  34β  33，1  32、3  33．1  62珍  34．0  34β  34．0   35，1   34．5   

16～19  31＿6  31．6  31＿6  31．4  30．6  31．4  68房  31．l  31．1  31．1   32．0   3P．1   

20～ 7  26．1  26＿1  26．1  25．3  25．1  25．3  90％  25．6〈  25．6  25．ぢ   25．0   2：！月  

上或ケージ低融の測定点の四つの時はj裔把おける平均混乱は中央適偏に逝い所が8～1持担埴げ  

、低いか他の囁玩では何じであり下段ケージ低勧では中央細か各嘩痛満ともや、鮎く，上炭の摘よ   

りでは上段のケージ通路蘭よりや、低い，舎外では内面より北兢かや、也こい，上皮と下炭では1日   

のうち8～15崎の田奇占j菅では1～2娃のも・主因の煮で下駄が低く16噂以降朝までの周でほ1奴以   

下の差で下役か1妹いこれほ壌蘭旺どの部分でも30度以上であり夜揮jは25匪－26夏あることで   

根底は犠廟触く62～71痴の圃で夜拍！は90葬の続演庭である。  

メ‾ 産卵状建   

上戎♂1ケ∵れ巨璃項数各巨舅ド■抜ほ13耳弓を収容した。嫡激増点においてほ平均12．5羽で  
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あった。剋種は43年8月26E】関何の／、イスドルフ紺で調査時点における成籍羽数は1200羽   

であった。み尋査ブこ強食には，500羽か収容されていた，その1ケ月圃の産卵の二状態ほ次のようであ   

る。  

産 卵．妖 言痘  

総計11．759個 676k巧 延現数15．000羽  

掻卵率78．3％ 平均卵黍57．5g l日1亭i当座卯通45R  

カ 堤ち宅相生関連．照査   

17J元の秋鮭  

栗の拭悪用蘭座沌雄■．中央，東，の≡区分にLて観娯すると適例と東側の互べ淵こたは～同じで中   

央部かゃ、軟らかい状態であった。この熊の状鰯凍．捜朋れの状培のもグ、，や、蛋旦のま射tたも〝），   

型の崩れないもの，の三型道把分新してその割合と水分含有基またケージ下に圭一室喘されている礫  

8c mふさ折上扉と下達さの含水二峯な．ノ■占べると次表のようであった。  

衰レ）頭巨決別き岩生割合と 含水∴葦  

墟所  頭  甲央  東  歩留  水分   歩留   水分   
型  

型崩れ流れる  20鍵  35褒  20ウ£  16卸  84β痴  上部  50褒  50頭  状態の良   

や、蛍の摘れる  4（）  35  4 0  20  80．0  下部  30  70  いもの   

衰の良いもの  40  3U  40  30  70．0  上部  25  75  歌麿の藻   

新   100  1（）0  100  下部  皿  84  いもの  



鼻糞の状掛よところによりまた日数の経過により流出する〝）ではないかと思はれる部分も見受  

けられたか，総体的には良い状墟であつた。   

（イ）畑塵ク）処子宝  

覿虫の鮎慢ほ上房は2～3胤占偏ケこ下戌ほ6ケ月商廟で綾崩して塞崖切に堆積すモか直接状  

利用者に謝哀している。鰯嚢乾頒撼は戊淋ビず／褒』瘍忙地顔Lているか養虐遍プjの先の水越  

は良く，流れ出すような状態でほない。   

（ウ）兵長 鳳碧 戊虫の発生状粟  

臭気につ－いては以前虻痔憫よりとやかくいほれたことかあったか伺撼忙親身斗てから；エ何に  

もいはれなくなつたとのことである。調彗佗あた？た者も官能では臭気は非常与て＿少なかった。  

また瞑楼い住宅地再でも全然埋じられなかつた。．慮せは綿鯨賢 除虫 捕の移如寧により発生  

すろ鳩声で卑るが釆ほのことは鏑の玲脚辞の鳴声であるか羽翻ゝ少ないためかケれ産感じられ  

なかった。叛東熱のぞ咋状漸末加科のこはれたものにつく虫坤（．ゴミムシ）かみえたが久遠はは  

く、んど見受けられず，姐等も見受けられない。殺虫剤の散布は日をきめて散布している訳では  

なく時々小さ撃虫（ヤセパェ）の発生Lた時散布Lている程鮭である○   

キ 総括分析  

住酎ヒか才萎み渠，北面ほ完全灯注宅化した中での事由であ辛が現在は公等関税も克く唸如叶掩   

i量れている，公告聞蛮か鄭巨Lない脱出を考察してヰる咋過去においては事硝か出たことかある方；   

現在ではないとい・ふことは倒頭彙規模か疲少叩い無色捌こ少羽数の削常をしていること（イ）  

万年劇化より初産的不快感をぬづ†したこと（列 光さ藁の状態か比較的良く流出する桔忙7王らて〔い  

ことしたかつて（ニ）軸嘗の昆虫の発生か少なく（オト臭気の塞生も少ない痛果であると思はれモ。  

元のニ村長については鶏舎との醸通性をみると，索の盈旦状は扁舎の中如か神目軋上りヤ、告い状ぜて  

あったか命lノう混線は中大融も両側も上段はは一同じで下或は守矢かや、庖い状建でくらるから温鑑差   

ゾ）影威でを皐ないと′恩はitる0 また漁パくも常時給水であり中央凝の冶水露頭班下し中央が常に潮水で  

両仇か不充カの状態になったためでもなく，迅はも62～71褒の再であ？て湿妊からくる鮨米と  

も思はれないから，たまたま中央部に固体差的のものが表はれた結果とおもわれる。舎内温藍は昼  

間は80鮭以上で生理状態把悉影啓なおよばす温度であった。飼認管理も特別のことをしている訳  

ではないか糞の状態が比較的良いのほ何によるか，希舎構造も特別のキともなく，群飼ケージであ  

ることであって，群飼が単飼ケージより糞の状健が良いことになるが，その原因ほ判明しない。産  

卵状態も良好の状態であった。  

（2）調査事例（イ）   

7 蛙値と周辺環境  

薗多J削減k多町下代恥48で五日■巾・遍由秋宙離由方使歩7分・の秋霜☆地のP欠如端のところて㍉  

西北の而ほ道路に讃し住宅か3戸で，三じ兇の万一djの適ぬそい托住宅かあ‘りその†也の方l叫ま畑地であ   

るか畑地をへだてた東方は宅地化か進みつ、ある，間必キ7子シろで闇ってある。  
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イ 場内感境と主饗設順  

戎骨 波型スレ・一卜墟 三段ヒナ穀単軸ケージ脅か8採尿容能力3P O O O羽 山り科タンク6t   

2逓 始東棟出物克た雪主垣1棟 畑衰運渥ダンプ速】台 加速浜遠周知車1台で治水ほウオ仙クピック  

2 

を使用し鳳臆ほ盛衰てかこつてある。劇如よ941，51山でその配麗馴よ次叫うであ・る。  

賃己庭園  
蟻  

住宅化進行［  

．化  

国  

掴  

国  （9  

れ ¢   
し愈  

艇石場  

謹 イ．題蛮積出麹東筑摩 ロ．宿泊：室 ハ．事練室1ニ．如卵処i望揚  
井．．水道ク／ク ク，飢料タンク   

l－2 9小さ、×7・21n梱禽  9▼ 631バ×7．2m趣褒  

〃  3～4  10．  

S～6  〃  1．1．・  

γ′－8  12．  

X風力○應産批点 リノu）．舶拗曾  ㊧ 混鎚鑑測点  註2  
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ウ 鶏舎弼遷  

披童！スレート下地テックス   

長サ 941p 4棟  

ぢ3n1 4凍   

夏季！き当放   

冬季 ピニ血ル股り   

181cm 8童膜麿（1々り）   

狂ほ4cm淡′計旭は2cm巾の鉄線  

旨       7各卸 －⊥刃  
ケー■ノのiヱ己列（諾王×は恵覿蚊ポrj点）．  
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ヱ 碧舎内外の曲虚匪等気象粂体  

調梵勉㊨は三罫ノ防メカに近］委した東崗の曲分で劇場lエ次図〟）ようで三段目ケージの低側部1．2・3■   

と汰上34clnの所45・6・〝唱紘羊7プ〕親政てケージ東端より3▲6叫づに入ったところである。  

2 適宜当日天一触風向再・∋・料外風速3冤．，・中央地抑紺：i％。・加㌔。（軋紬纏）  

j照夏軒下350（）むLX，中央通路500上．エ，ケージ聞通仁占300LX，由り定温也ま虹は次〝）よう   

である。  

瀾二 適．駄襲   

時刻   乱点   上1画  」二2申  上3北  下4識  下5中  下6北  下7中洩紋   

8～11  2 5．9  2 5．6  2 6．0  2 6．5  2 5．3  2 5．4  9・も鍵   

12′－ノ15  3 Z．8  2 9，4  3 0．7  31．9  2 8．ぢ  2 9－6  82う慈   

16－19  2 さ．4■  2 9．0  2 9．8  3－0二（；  28．5i  2 9．n  87肇   

20■一一 丁  2：3∴6－  ；2 3．6  2 3．6  2 3．6  2 3．5  2 3．6  100痴  

ケージの三度員庶抽（．1．2． 3．）と下段の一丁t†テ：i（45．6．）とのi占i（ケージ配列図参照）把  

ほとんど差がなく上浦下軸とも拘例伯†か121串～15i埴生での別海く16麿～19托ミ‡までの「締ま下   

部で同じ1由向であつた。j畳要は模糊でも82砂場上あり夜伽では100笹を示した。   

オ 産卵殊態   

一号舎と二号舎な合せた稚卵状悪を7月ソ）初旬と8月の初旬の二回で11E】向の調査した。幼舎   

は半薮以上ハイラインでその侵はデカルプで8月ふ化である。天台頼ま一日二国吉出式（手神式）配  

糾価出刃＝掛水ほウオータヒツク1更用，全許17時l甥制の点灯で月二凶淘汰を行なっている。   



産卵状態  

月 日  個数  貴蚤  羽数  産卵率  平均卵竃  月 日  個数  蚤笠  羽教  産卵憂  平均卵蒐   
Kg  

7．1  361；5   kg 216．1  4700  8l．4労   589買   7．30  3464    199．6  46UO  82．5襲   57．Og   

2  3623  21l．1   ノク   80．5   583   31   3300 19 4.777 一ク   78．6   59．0   

3  37ぢ0  218．4  8 3．6   581   8．1   3487  201．2  83．0   57．7   

4  3683  212．7  81．8   578   2  3392  196．1   ′ク   80．8   57．8   

5  75．6  583  3  3412  200．4  81．2   58．6   

6   80．5  584  

計   21753  1267．8  282（ln  】7055  9．92（）  23．α1  

総計3さ．808佃 2259．3k g 娃羽数51．200羽  

産卵率75．8確 乎均卵重58，2g l臼1孝一当り産卵竜4・集・1g  

カ う隕培前年関連髄磨  

（了）鴬のや÷態  

稗舎によっては荒畑か収容されていて性成弾か桑野の場所ほ糞の吹だ真は上い、かその他の虜所の   

状態ほきわめて惑い±の撫養に青臭びいた原因の一つとして給水器あ、らゐ璃水が糞な溶かし流動頗   

となり発酵している。こうLたなかから比較的良い揚所を遥竜んで含由夫放を調査しまた部分的忙   

褒撲の行なほれていた場所でその魂の塊状な調査した虐某は次のようであった。  

糞の横上ったもの高さ10cln  一越の産主状別発生割合  

迫状  発生融  発生割合  傭  堵   

A   0   0   正常溢∈   

8   15ケ   20．8褒  や、軟かい   

C   57   79．2   観劇れ   

旨十   72   101）  

上部  中部  下部  ㌻歩留  27痴  1噂  9，5％  榔分  73  90  90．5  

レ）喪の処理  

嚢の処理は乾燥揚を別忙設立し独立した経営者に託しているがニケ月に－一家引収っているが三  

ケ月引取らない場合は畑に放牧している。夏季は軟快のため乾燥かしにくいため引収りか執少す  

る。  

（ウ）臭気座普昆虫の発生帆感  

弛の状態か悪いために風下に立つとj斜、臭拭か感じられた。昆虫頭として払は比密約少なかつ  

一215－   



たが組や成虫も見受けられ，こはれ解に発生する比良灼の成虫や机 糞把発生する小さな昆虫敷  

か多数見受けられた。鶏迦庇鎌場でほ以前に臭見で公巷間毯か発生しその後脱臭装箇を改善（泉  

研式ソイルフィルター）し間庚が出なくなったとの事である，消毒，兼良別の故縮ま臼を鬼か⊂  

散布しているのではなく比良軸が多くなった時に敏和している。  

キ 総権と分析  

北側に住宅か敷戸あり他の三方は畑．地であってまだそれはど宅地化の進んでいない地域での大通  

悦夫索掴であって三段ヒナ1責単餌ケージで手相の由じ別種な使用し給励まウオークピックを楳用して  

いる。公半間題としてiまこ、より発生する真ら糞を乾煉処刑！している乾燥場において臭気が問題にな  

ったことかあったかこゝでは直接公琶摩馳かおきたことはないがこれは用幽の琴き境か良いからであ  

って周幽か宅地されているなかにおける現状では公等閑亀は充分托起りうる状態である。すなほち  

真の歌感はきはめて憩くそのうえウオークビックからの減水かさらにその状況な悪化させで流効状  

または蛮を容解した汚水が貯倒して発酵L奥気か舛壕L帆’F忙強い臭気か流れている。このような  

教状であることは成虫軸の発生おもまねいている，環境か放いためにこのような建営が成立してい  

る訳でもあるか糞の、伏態の葱jと・舎内温墟の状態セみるに粗食か大きく塩横を支える柱だけの開放  

的な麟迄であるため把舎内規壁ほ南側か■・中央‡諦北側よりやゝ跡J、標駐でほとんど舎内i払底は同じよ  

うであってどちらかといえは12～15晦までも：L生j哩的に悪く1亡る温故であるかその他の時l妬まそ  

れ以下で此威的忙低いが胞艶lま非常に高かった。鶏糞の処址を他人に生かせていることもこうした  

状宕な助長していると思われるし，軟便がひどすぎるため把乾映する測としては辛か廻りかねると  

いう窓抽執女もまねいている。産卵の状感は良好であってj豊ii融〕に与ぇ水検使の恕続ほ消化峯を低下  

させ産卵に悪彫軸のおよぷといはれているけれどもそのような状態は見受けられない。  

（3）調変事例（ウ）   

ア 位鮭と周辺環境  

中央塵八王子成よっ八王子城押行パスで学校前パス伸でF∵車徒歩5舟の場所で．東北側は通路でせ  

の両側は住宅か連らなり融座席は巾3．6也の河川に拝し畑に通らなる。来由廊と北東耐ま隣家で境  

ほ万年射で畑ってい乙住宅地円である。  

イ 場円1奴塘と主要．鼓硝  

坂内には成烙ケージ舎7撫 育成合ユ0棟 商魂乾燥場 卵処理拗 自宅別科ダンク2才如ゝ次の  

よう把自己臨：されている．  
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配直観  

河  川  

12  

16                            1≡l   

入口 ＿   ㈲   自 宅        1カ   

謡蓋査；包含7．21DX45．3m，1．2．3．4．5．11．12．13．3．6皿×7．21n，6．3．6m〉く5．4mJ）二   

t式バタリー舎．7． 2．7mX18．1m，臥 2．7】nX23．7m，9．5．4mlX2 3・7m．   

10．5．4mX27．21－1の三炭ケージ沓，14，舶処塩j諺，15，1．3招×12．71n二段バタリー舎，  

16．加東処動乱17．18．2．7応1×36，2mの二戌ケージ唐，喧）井戸，し∂ よ高科タンク  

ウ 融合4乱造   

iレ噌査朱り舎ほL要望疾宙，披塾トク／迩，下■地テックス，三撞ミヒナ駄4列で自劾拾癖，治水，除糞顔   



をl軌1の2760羽収容7．2mX45．3mの和食で1．8mに10羽収容している。  

菓～禽構造  

トク／テックス張り   

8作爪  

3  

ガラ  戸   7昂ス  
戸     金柳，サラン降砕け   

18rn  

モニタ ー翫  

T
－
⊥
T
 
 
 

麹禽内の「を言～．‡も土1須助の虻㍉1甘売薬遅かあり，他端  

の床面下忙二盤灸融かある巾6ユ（m，t果さ40cりl  

ケージと白雲誠治画 商水 瞼誠盗†iキ  
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ケージサイズ  

セ■■■■‾‾、‾▼日吉「  ニタ．附向でl組，4列2租で   

通路巾は61cm，ユ邁の巾3．62m   

ケージの巾は18cm単鯛  

ヱ 鶏舎内外の濫ざ嘉旺等気豪条件   

，調査鶏舎を1・鵠門粟細鰯の光含舎で，東北人日ほ近い部分でその拙かま次臣lのようである。  

別種牒い月8日天鋸＃，風向東商，風速  ，照変相下40．000LX上人L川 00エX．  

中央30∩上．X，ケージ上段48C LX，中段480LX，下£丈460LX  

測点位岡珂   

1．画一測へ4mのところ   

2∴1・8・10・・ 

ージ列端より2・7mパ慄l」に（上減）・二  

：4・5・9・ケージ下段の瞼鮎ケ椚日ソ∴こ，  

西：   

一列宮詣より．2・7′叫射傾攣に（．下汝）  
×  

・6．7．ケージ如糾】料 6．温壁  

ロニ7．湿度高サ1Jm  

北∴   

測定温涯随は次のようであるも  
、  

卜・i一丁l  

泰
 
 

㌧
㌧
度
 
 

磁適  

中西上3  凍乳上1P  史上8   西下4  卑下9  中央北6  中央北7   

8－1】‡  29．9   2琴．9   28・9   ：128．5   2＆3   29．0   ≠8．3   28．3   サ極   

12～15∴  37．4   3二‡．8  84．4   
‾  

33．5   33．6   33＿5   3乱1   了つ．5  69   

16～19  32．5   3l．4   31，4   叩・8 30．8   30．8   30．0  ． 3（】一8  ．．79   

20～ 7  25．0．  写5±5′  享5・5   25－5   25．5三   25．5  25．5   豆5．岳   95   

‾219－   



上下学の筆内各軋点で時甲骨内での差は・はとんどなく中火より酬抑止披（3）かやゝ高い粒   

産で午前中は28一－29度で，ヰ1斜よ33．5匪前後であり過度は昼閲ぢ9－87欝，夜l判は95努  

であった。16－19腫の温度の凌いのは由臼の紗持と思はれ，孜F白闇産は密別の影尊かあると思   

ほれる。舎外慮鑑ほ夜一甘ははゞl司じであるか昼執は高く12～15晦までの博聞希‾ごは約4乾の差  

がある。   

オ 痩卵状塵  

収容刻ほノン／て■稗4月ふ化畑で現在梅羽数8．000羽，調査鰯倉ほ1＿900羽か収容されてい   

た。治帥ま1日朝夕の二回絵柄で［輔j把二回術ならしを行なう。給水ま自融給水であるために制限   

冶水とこなうている。詔腐・臼】ケ月め産劇堺感服次〟）ようである。  

痩躯状態表  

月  日  個 数  竃 ■藍  朝 敵  月 日  個 教  電 通 現 数   月  日  個 数  寛 畳  羽 数   
止鰐  

8，1   1150  69．0   1．900   8．11■   1150   69．1   1β30   8．21   1140   68，4   1，600   

2  ‘111．0   68．4   ．ク   1ニZ   1148   68．8  22   ユ 68．1   ノン   

3   1145   68．9   〃   13   1150   69．5   ′シ   23   1140   68．5   ．ケ   

4   1136   68．5   ′ケ   14   1150   ぢ9．6   一ク   24   1130   67．8   一夕・   

5   ユ144   68，4   ．ク   15   1140   69．0  25   1138   68．0   ′ク   

6   11‘10   68．0  16   1130   67．5  26   1140   68．4  

7   1134   68．5   ノシ  ー   17   1139   68．0   ′シ   27   1135   68．0  

8   1130   67．5  18   1138   68．0   〃   28   1140   68．4   ノク   

9   1140   68．4  19   140   68．6   ノシ   29   1140   68．5   ／ク   

10   1140   68．4   ノウ   20   1ユ41   69．0  30  1135  68．4  

′ト計   11399  684．0  19．000  小言十  11426  6と17，1  16．300  31  1140  68．6  

′」＼∈汁  12515  751．1  1760   

総計35340個，2122＿2kF，延羽数50900羽  

建卵率69・4帝．平均卯冤6仇l賃，1日ユ羽産卵故41．6g  

カ ■簸嫁廟堂商連が庸  

（7j 真の＊遜  

或の状態ほ自動験蛮をしているため把充分払蟹が臨場であったが塊盛槽のMに簸められたもの  

を上中下の三個托ついて調査するとともかこ除嚢されたあと次の除如iくるまでの聞の排賀状感を   

白・り宜した。結果は次のようである。   



糞の型状（）内一水分  j輯横のもの高さ10cn】  

A   8   C   1）   計   

（68肇）  （73）  （80）  （90）  

5   40   30   25   100   

5％   40多   30弊   25褒  

部 位  歩 留  水 分   

上 磯  28．5飾  71．5う占   

中   20．5  79．5   

下   2：l．0  77．0  

所用は葦目処理されている娘横された部位と水分含有菱は掻集められていつた糞か槽内におと  

される時ノ）状態によ毛ものと思はれ毛。平均76％で偏劇描潤綿すると下部より流妙決に没収L  

てゆくことになると思はれる。排衰の型状はAは普通 8はやゝ軟かく Cは型くずれ Dは水   

溶裡であって，熱、状態が65ミ惑であり良いものが45うあであったか同一個体でも8の塑状の時  

もありC，Dの型状の時もあった∩  

（イ）娼褒の処理  

鶏蔑の通草削：ほ工式10A些ま（1万羽）を使用し乾炊」ている。その1日の能力はぜ通♂）嚢で  

50～55婆（15k宮人）軟便ではその半磯25適で褒油120〟塊植12ト∫】，電力料100   

円を要する。そプ）艶蛮は冬期1瑛て110円で媒孝はg OP」以下で取引される，か夏季ほ王家引も少   

なく貯蔵しなく∴〔はならない等のことから夏季軟佼期は乾蜘ぶの運転を中止して潤その他に埋没   

監たは点却してい己。，   

，（ウ）臭気 爆音 良崇の託生東庭  

臭気について∈ま以前にほ苦ナ銅iこわつたが．故研式ソイルフィルター装置を設置してからは臭気   

等の苦情はなくなった。乾繰車蓑む使用丁るようになつてからl毎の糞丑l串巨常拡滅少したとのこと  

で．あり昆虫羅の栗生ミま少なかった，消毒 設旦ミ判は定日の故ノ触土せず㌍々行なっている。＝   

キ、転籍と分所  

．㌔歳K潜つて住宅化されて料司把は畑その他の存在する地域であるので庚家の有糾ユガ卒研で湖つ   

てあり缶三者に見え紅くいようになっている。輌桑の感烙は埠榊ケージで普通より密餉（1．8nl当   

り10羽）であり．も喝奄適合は自適治水 絵画 除虫追僧つきであるがその他まj虎常ヴ）給餌な行なつ  

ていてi過去にガいでは劇宛い河川穀採で苦情があ■パ出動妨温入咋より典親の苦情か起り軸在ほ脇朝  

犬ノイルフィルターな装親して以潅臭気の昔「肴＝もなくなり上乙虫畑も非常に敲少してきている。   

〉まi頒の状腺ま55威か転イ更で除衰随でビット町縫碕された裏瀬彗用76痴の水分含有率であって   

そのまゝで腹くと3巨］程衰三で汚泥化Lて行くか毎日この摘舎の分は処」裏されているので流出するこ  

ともなく良好の状態であったか他の瀞舎ではケージ下忙堆潤されていて部分的把下・如か汚髄化して  

いるところが散在Lていたが総体的忙ほ汚泥席拙状態雄少なく権禎された夏季の究似としては良い   

方であった。虫の状感が比軌】勺良いことは自適冶水か一種の毎」j眈1富永の漉ヱ薫托なる賭架である。奮   

内胤よの状荒掛よ中央部より好個か東根よりやゝ追い如毎にあり，夕刻にほ特にそのようである。こ  

一之21－・   



れほ聡か短かく抱合の巾の割合に長く，西日なさえぎるものがないためであってサランの降し痛な  

降ろすことをわすれていると日射病で死亡させてしまうこともあるようであり，昼閲の～毘産も平均  

75肇ででゝ高い，舎円温麗は12－19峠までは30蝮以上で生矧拘に蓋彩礎のある混生である，   

鞠粂の処矧ユ夏季の軟便朋㈲は乾燥をしないで投癒しているかこれは（7）奴佼は毅掛、にくいこ  

と（イ）乾燥加温れ掛、こと （ウ）夏は賊指か少なく低級か安いために労飴にもならないから（⇒  

老い季節に熱いおもいをあえてしたくない．といふ結束からである〕産卵状熟ま淘汰なしている  

割合には少し悪いのではないかと思はれる。昆虫娼の発生は少ないよう忙見受けちれた。  

（4）調査挙例（エ）   

7 位置と周辺堪境  

中央顔八王子戯より陣萬行パス，由寺方バス停下尭，徒歩10分の場所で南側は道路をへだてゝ  

北浅川であり北側は畑地，東側は辿l声をへた約はりの池，西側は畑地で隣家は畑なへだてゝ点在し  

ている．周槻はフェンスで閉っている。  

イ 蟻円纂壇と主糞設備  

成鶏舎7，2m〉く29，9m3棟，1PmX72，7m】瑚，脅威食3．6mX1451¶1棟，7．2mX  

291nl撫．中東沓7．21れ×29ml穣，大東ケージ18．1mXlln5棟，屋外ケージlケ所，飼  

料タンク6t2塵，揚糞彪旗揚，卵処理j易，物故．自宅か次のように配臆され周囲ほ金網の堺をめ  

ぐらしてある。  

配置  

調査鶏舎10mX72．7m  

l．2．3．7、21Ⅰ⊥×29．9m成功魯  

4．3．6nX14．5皿育成舎▼  

5．6．7．2m〉く29m風成中郡傭  

7．適嚢乾軌物 日工式10A型  

8，嫡別姓∃翌場  

9 ・1イ   

しめ・餅⊥タンク 6t2基   



畑  

道  路  

北  淡  川  

ウ 効舎確造   

鉄骨，汲型トタン茸，自奴給餌．治水除嚢，集卵裟泣使用の二羽飼い一成ケージ脊，収容可詑数  

8000羽の鼻台状ついて調査した。   



鶏舎硝造  

けラン蒸上下媒介  

1．給料憩  

2．冶水難  

3．卵迭リベルト  

4．ケ【ジ  

5，だ妃岬管  

6．除費板   

別科タノクには命列∬  

飼料タンクより飼料搬送  

轡忙より自如柵充  

ケージサイズ  

ケージ聞適戯56cln   

自拗鰍よケージ匹列二側か一組で二組使用  
でケージ列は11；列   

－224－   



エ 鶏舎内外の忠埋圧辛気象条件   

調査船舎は場内東側の，南北72．7m，巾10mの8000羽収容可能の難舎で調査時点では   

4000羽収容されていた（二羽恥、ケーごノに1羽収容）その温混鑑の測点は次のようである。  

測点位置  

註   

1・ 削hリの外壁  2・3′4．5・ケジ底胡   

6．7．慮感度應上50cm   

8．9．中園部送幽庵明月（遍サ1．2m）   

10．東側屋根板下30cn〕（取捌ケ▼ソの上）   

11．組側夕もを意  12．開合外4mのところ地上1・2m   

，照度軒F20000上′X，魯内500LX，ケ【ノ閥  調査当日天依患，楓向酎，風速   

通錨300LX  

刺定温捜掛ま次のようである。   

塩 湿度表  

や外  2  田  4～  5  8  6  9  10   混 7  聖べ  団   

8～11  こ30・6  28．8  29．8  28．8  28．4  31．3  29．6  30．5  32．9  71野  29．6  30．6   

12～15  35－5  33．5  33．8  33′5  33．0  36．8  33．9  35．4  寧3・8  57鍵  34．5  34．1   

16～19  29．8  29－9  29．9  29．6  29．4  3l．5  29．8  30．6  29．9  75舘  30．9  29．9   

2（〕～ 7  22－5  23．7  24，2  23う  23．4  240  2こ1．0  24β  ！23．9   1（〉0う怒  24．5  23．5   

ー・二ご ご・－・   



中央部か他の部分より掃く西側か東側よりやゝ措いがこの高さの位置的忙は大差はない。送餌拶   

の冶さになるとケージ底部より高く午前中で1～2髄午後の高温時で2～3舷，夕刻で1度程壁，   

夜間も同じようKl位程度高い，屋根下の拗は朗のうちは高いかその後ほケージ庶路と佗ゞ同じで   

ある床上50clりの部位もケージ底部と大差かなく・湿掛よ蛭間57～70％で夜間は100如   

透していモ。壁の外仰ま頭傾が東側よりやゝ吊めで舎外観旺は時間帯で午前中はケージ底軸よりや   

ゝ高いか蓬辟優の部分よりやゝ低く午前ほ舎内より高く夕刻はほゞ同じで夜間ほl～2監低い。   

オ 庫卵状態  

飼養管理は白亜冶糾 給水 除東 熊卵と樽械化されており二羽飼いケ帽ジに，ソン㌧パー他三種   

を1羽当て収容しており調奄当日4000亨姥収容Lていた。疲鶏淘汰は月二回行なっている。  

8月の産卵状態は次のよラてある云総産卵個数78782個4580．2kg娃羽数I13300   

羽平均卵蔑58．1g産卵率69．5褒】臼l刃づ当耗卵i詮40＝4買  

蔭卵状簡  

月 日  研・敷  重  羽数  月［1  博敢  漣 鮨  調数   Jj 日  佃 放  義 斌  羽 致   

2   2640  15 3．5   〃   12   2630  152．9   22  2f520  152．3   一ク   

3   2635  153．2  13   2635  15Z．2  23   2615  152．0  

4   263r）  152．9  1∠l   2632  15ち．0   ′ク   24   2610  151．7  

5   2642  153．6   ノク   15   2 6 29 1 5 2.9 〃   25   260D  151．2   

6   2652  1ち42  16   2617  152．2  26   2609  151．7   一ろ・   

7   26月5  153．8   ′ク   17   2ぢ26  152．6 ■   ′ケ   27   2611  151．8   〃   

i   2641  153．5   〃   18   2628  152．8  28   2618  152．2   〃   

9   2637  153．3   ′ケ   19   2630  152．9  ●29   2610  151．7   ノケ   

‘10   2r；41  153．5  8．1l  264l  ユ535  3840  8．11  2626  152．7  37501  8．21  2611  151月  3740                                                                                                                                                                                                         2d  l2621  152．4    30  2600  151．2  〃   
カ現場彿生細道訓套  

（7）糞の状態  

袈の自助的把頂き簸められて収菓ビット灯収められるので拍公された内から此軌的洗った部分   

わ⊥垂下の三層と乾いている油分の三届について水分含武を刺定」また除糞されたあと排便の状   

態を観察した縫糸は次のようである。  

86一   



乾いた場所  湿った場所  

庵  歩 留  永 年 

上  32｛〉％  6乳0洛 

中  30J）   70・P   

下  30，0   7¢．0   

層  埜 留  水 分■   

ヰニ  25．5うあ  74．5努   

中  25・5ヰ  74∫5   

下  26．0   74．q  

型状別条の発生割合  

B   C   D  計   

発 生数   9   60  45  6  120   

発生率  7．5痴  500  37．5  5．0  100究   

註 Aノ水分68蕗 873夏 C80舜1）90％   

湿った糞の位慣絹ケージ台の拉の両側で，柱からはなれた剛柑は掛、た根占誓で挙り・通路側の  

弼助除糞礫放で塵躾された部分も中央と同じような湿った状璧であったa総体的にほ水分含有峯  

は少なく敏捷ひlよ容易の状感であるこれは自動給水による渕払ヰ凄水か行なほ九てい：る結果と収容  

、羽蟄の少ない結果と偲はれそ訂  

（イ）鵡駕の処準  

鶏夕壷は日工式10A型乾昧慮を穀隠しているか現在では庚用せず場内空地咋蝮没している棄却  

、、することかもつとも．蛙帝酌であるやゝら乾燥攣？使問華中止している0  

（与）臭気∴敷瞥見虫貼の発生次軋瞼撃叫嵐坤隼準東ピッ，卜に射致されそ聖を卵処理してシー、  

．．る蘭條上臭気も感じられずまた昆虫も見受けられなかった。、消毒栽強刺ほ時．々故布する程匪で鱒  
、ポ舶勺に散布はしていない8  

キ 総括と分析  

．、矧剰ぇまた住宅化がそれほど進んでいなし、と与ろで南ほ遠路をへだてゝ河川であり，イ印面は畑   

地の中忙住宅か点在Lている状態で菓卿）良い場所である。機械化の選んだ多羽敏郎奉のケージ型   

態であるか現在は，マレツク氏偶のために史新麹が意のまゝにならず成績1炭容能力の70褒程虹の  

飼養紅低下している。  

調査短舎は1表紙化された一段ケージて広く大きく空l招か広く庇も普通の約倍の長さて，日射しを   

防く‘よう把なつているQ禽内温匪分布は左右にはその差は少なく上下に寒があってケージの上部床  

上1・2m上部か高くなっている。時間帯で12暗から15時までか3q産以上であつ声。実の状感   

ほ約58牽か艮い状態の免であって，晩発†凄により県糞さ几ビット内に盛推された墓の水分は通っ   

一こいるところで約75津で乾し、ているところでは約69褒であって含水率は少なく良い状態であつ   

た。これは自適給水による制棍給水になっている泊巣であると思はれる。始褒の処埋は乾激磁場僧  

一込aワー   



燈しているが夏季は使用せずに宅地窪地に投棄埋没している。公害問也として臭気 矧 危険防止  

等で苦情かあり蘭係麺腰の指導を受けたことも今生で忙あつたようであるか現在はそのようなこと   

はなくなった。鵜褒は毎日整速されているの七舎内外は清伴の状態で，したかつて禽Mやその周辺  

からの成虫の光生はみられなかったか，暖地把奴菓∈している場合は消毒や壌土か不充分であると時  

期的には軋グ1発生のおそれほ充分にあると思ほれる。産卵ほふ化月日の異なた品種か収容されてい  

るためとも恩ほれるか産卵峯か砥いよう陀思はれた∩ また飲水手軽聞か少ないことも紗辞をおよはし  

ているのではないかと思ほれた。  

（5）摘発挙幽（利   

7 慮起と周辺壌境   

・中央線八王子阻より葉山町行パス込鮎バス停7車徒歩5分の所で軸は小掛、相木林で北伐川に？  

らなる。北も′」、高い雑木林である。東鴎両側ほ畑地と住宅か混在している。域内の中火を逝省が通  

り再北に二分され北側は自宅 事膀所 脅威禽 牌側ま戚鶏舎である。  

イ 虜円牽亡境と主嘉設備  

戚組合は乎飼いで5．41nX36．2m三陳，育成脊3．6mX9m，育成用ケージ舎5．4mXlO．9  

m，5・4mX14・5m（′）二條，彗痛手所5．4mX12．7In，物他4．5mX7，2m，鯛料タンク．自宅  

か次のよう把配置され，周囲は金浦の拗で闇ってある。  

配起因  
内  緒木材  

1成勅令  

2   

3   ・ク  

4 物 置  

5 路頭所  

6 宙戒ケージ舎  

7  

8 育韓を禽   

調査粗密は丸捌釣合内の一郎改超された・部分である。  



ウ 鶏舎構造  

乎飼い鶏舎の一部で留隣室把使用した場所の東の子の上け床として成鞠な収容したもので，その   

醸造は次のようである。  

鳩舎構造  

m
 
 
 
↓
 
 

．
 
 

3
 
 

令 斡  

u）給開器   

d円商担治郎衰   

；ン勺 カキガラ入  

徹 e）産卵毎二段 

団 結水苔   



ヱ 鶏舎内外の温湿肱辛気改発件   
2 

調査鰯舎は場内縮火の棟の1室で15．31nに110羽を収容し塊在96朋駐倭している。その   

温湿鮭の測点は次のようであそ。  

測点 図  
南  

1 天井下15cr里見虻  

2  湿妊  
3  二鍵の子下の鑑蛙  

4   ル 
5 天井下15cmの益㌃下  

6   

7  

8 窒iの子下の鮎牡  

9  〃   
10  〃  
11 曳丁外温兜（北銅）  

12  ノウi竣l妊  〃  

1、2、8、4・  

7  0   

10  

北  入口  

11．12．  

銅矯窯ほ天斬首顧棟悶風速‰  
照匪 軒下40．000LX 舎内1．000LX 北槻適㌫3（）O LX   

朝廷塩澤庭膵次けようで占うる。  

時刻練  1  7  5  ら  3  ‖ 10弓  8  l ‖ 9  B   ヰ    11  18   

∴8こ11  28．6  27．8  29．9  2■白一9  28．5  27．4  28．1  27一脈  8法学  749ら    2ワ．91ワ4虜   

12～15  31．1  31．l  32．4  32．4  31＿0  29．8  31．6  29．8  68  51    al．8  58   
16′・一19  28．6  28．4  28．5  28．5  298  27．9  2き．4一  27．9  ワ4  63    a8，5  68   

20・Y 7  25．5  25．d  25．0  2、4β  25」う．  23．8  24エ  2a．8  90  90    2乱さ  95  

天井下の扇分の南側は北霊；はり昼間やまやゝ高く下郡ではほゞ同じようである。．～最長は上糸か  

下舌♭より坐周でlま如10藤高いか夜胤は同じである。和合北側の舎外り北側の下軸とほとんど同   

じであった。   



オ 産卵状態  

飼料管理は朝夕の二田給餌で治水制掛ま行なっていない廃園の淘汰ほその都塵行なっている。成   

功寸志羽教600羽，育成250羽，その他400羽であって調査翰舎には9ぢ羽が1灰容されていて  

産卵状態は次のようである。  

産卵状態  

月 日  倦数  重 量  ご、数  月 日  個数  重 傲  羽数  月 日  個数  真 量  羽数   

8．1   6 5   3970R  9′6   8．】1   7 6   4660   9 5   8．21   6 6   4126   9 4   

2   7 3  4560  12   7 2   4882   ノ＞   22   6 6   4080  ノシ   

3   71   4420   〃   i3   6 7   4152   ／ク   23   6 4   3972   ／ケ   

4   6 9   4312  14   7 2   4462   〃   24   6 3   3リ02   ▲   

5   6 3   38ら、0  15   6 5   3990  25   6 5   4072   9 3   

4390  

16   

6 7   4200   〃   26   7 5   4652   〃   

6   71  27   6 8   4260   〃   

8   6 5   3980   ノン   18   6 5   4036   ノケ   17  7 ユ   

4390   一○  

28   6 7   4158   ．ノシ   

9   6 2   3800  19   6 8   4142   ノク   29   6 4   3960  

10   5 9   3635  20   6 9   4302   9 4   30  fi2 384r）  

31  67  4102   Jク   

総計2081憫 128，687東 平均61．8g   

産卵率70．8褒 1E】1羽当り産卵豊43．8g  

カ 異境衛生鋸迎調査  

（7J褒の状態  

或は遜の子下陀滴下して東横されている。その盤の状建と排便n廼状を調査した感果は次のよ   

うであ？た0東の子下の或は5月より堆杉はれていて碗さは平均11・5c甲であつて∴上部1Cm   

程故はかたく乾燥L中鄭（45cm～7cIれ）の問も乾放していた0下軸（1・5cIn 

ク？尚ほ軟楔状になっていた。 ト  

ト画子下堆積糞の水分含有量  

排便の 状意  磯緋儲のj草さ11．5cm  

70喀以下  70疹以上  80彩以上  計   

、㌃そ≡          数  8 0憫  ． 9  円  90  葦  88．9悌  10．0  1．1  100  
調査部位  歩留   水 分   

下都  l．5～2．5   26％   74痴   

中憩  4．5｛■7．0   43   54   

上部   l   42．5   57．5  



（イ）糞の処理  

痢嚢ほ乾燥することほなく∴間辺の農家の必要に応じて引渡している塊在顛魔の処磨恢苦労は  

ない。   

（ウ）臭気 騒音 亀虫の発生状態  

臭気はほとんど感じられなかったし，昆虫額の発生も見受けられなかった。   

・キ 総轄と分析  

住宅化の進んでいない畑地と住宅の鶴在しているユ易所でニF飼いによる種麹七桐養」て来ていた。  

そのなかの一部採卵痢を飼肯している部分忙ついて調査を行なったか，銅器琢軍互か良いうえに平象り  

いであり・，、飼養規模も′j＼さいために鶏糞の処理も鹿家把譲渡することにより処理され公有に論適す  

る問題は今まで把発生していない。調嶺した平羞恥、舎ほ，上床の染の子床で15．3tn2に96羽な  

飼賛していた。庚一曲両側は欲張りで，南北は金納と－1弥板張りの天井のある抱合であって，舎内温  

妙分布は上普♭で酎側か北側より尚い橿蛙で下部でほ隠匿の分布は北側でははゞ同じで両側かやゝ  

高い，浸駄は上部か下部より高いか夜l卦は同じで舎内かせまいために舎内全体は大きな濾娃差か出  

乗ていない。始の生‡里に尿乙轡をおよはす温度帯は12～15時空でゞ31医以上になっている。ざ罷  

蛙はケニケ艶姿に比駁して非常に低いためにむし碧い感じかないし，床下に堆棟されている糞の臭  

気も感じられなかった。尭の型状別発生割合は酌99庫は良い状態のものであって床‾Fに雑種され  

ていたゎ12cn－の謁さの上，中，下の三層で各々水分含有率は54％，58弼，74痴であって  

良好の・決健で部分的には相当の乾炊状態になっているところもあった。このような状態で糞処矧ま  

年，二垣Ⅰから三国行なえは充分のようであった。堆積されている糞に昆虫覿の尭生は見受けられず，  

ケージ飼頚に比喫して非常托澗欄であった。  

産卵状喋も産卵の可能性のないと僧、うようなイ国体な淘汰するゆるい淘汰であったか，産卵轟約  

70針亡良好の承濾である。  

4．総括  

糞尿処理利用の一球として剋舎構造と環境痛生調査を行なった結果を総括一覧衷にすれは，別表のよ  

うである。  

自然礫喫条件が典なるので一紙忙比波丁ることは棚護でを：【あるか令内温吐の低いのほ駆放的で空間の  

広い住宅地化の進んでいブよい風通しの良いところにある紬舎であって住宅化した中で空間♂）せまい抱合  

Mの臆掛工高い。沌掛ま先便い状態ヤ冶水嵩旨からの涌バくにより湿偶により影沓され己と思はれ糞の状態  

の悪くしたがつて波匿も向くなつている。糞の状態11平内い 群錮ケージ ケ＝ジの制限治水 ケジ   

の橋畔給水の順に悪かった。   

臭気も乎朗 ケ】ジの毎日処堤している所 群毎ケーノ ケージの制眠冶水 ケージの常時給水の倣   

であって，昆虫躾の発生もこれと同順である。   

産卵状隆l土品揺ふ化口等の羞はあるが，辞刷ケ飢ジ ケージの常略治水 平如、ケ¶ジの制娘冷水  

－2S已－   



の慣である。  

糞の処理は畑地謹元 殻粟 埋没等で貰葬は火力乾燥を停止．している。  

消毒は定朝酌に叔虫刑や，消毒剤を散布しているもの往なく時折故布Lている状態で，時折といふの  

は昆虫の発生かやゝ多くなったと気付いた時のようである。   

5．むすび  

都下の番場鹿家5ケ所について夷哲舎ヰj－i造（如免哉ま態）と嶺境衛生調査を行なったか夏季把おいては，  

平如い貿司歩かもつとも覆滅福生にほ良いことが判明したが，ケージ飼恕であっても毎日盤佼の処j埋かな  

■されている場合；ま効果があかつていむ）水分含有㌫が70襲前後ク）ものでも数トヨ准棉しておくこと把よ  

って決議れ∵泥状化して流出するょう把なってゆくからそうならないうちに処増することかのぞましい。  

火力乾映も焼からの臭気把ついて托脱臭装置（農悌研式ソイルフィルター）によってその効果かあが  

っているかその摘作に吉己生する異称工消臭されていない。掠作による臭気は堆頬発酵の盛りの廟巨iJか臭   

莫もも亨軌、から帝ヨ発酵の甚空ないうちに処理することか臭気を出さないためにも必要となってくる。   

歓穣か儲劇化するために収扱も，火力姥燥も行い麗くそれが闘抽杓に臭気を5重くすること甲良虫茹の  

冤塗し易い状態と†〔り礫境相生に謡い影辟なおよはす7漬菜となっている。したがって軟仮のy］衆か必要  

であって対策として考へられることほ，（1）朗東通建の愛東 r2）治水馴貞の実力迄（3）穆械器具蘭   

の改良（4）排泄き九た軟イ史の硬化法等か考えられるが，都下餐嬢場の多素如まケージ郎詣であるからさ   

－し当■り肌；jそ給．賀と，ともに排泄された軟促を使化させ収扱い易い状葱にすることか必賓であると思う。  

以上   
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